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■ダ ーツ・ A 級 指 導 員
　覇志堂が温泉付きの一軒家で贅沢な大学時代を
過ごした三島。駅近くの岡本構造研究室・SAMは，
瀟洒な外階段を上がったところ。壁のダーツボードに
目を奪われていると，現れた岡本憲尚さんはアスリー
トのような目をした元気溢れる構造家。
　「ストレス発散のつもりが逆になってしまった」とお
っしゃるが，鵜呑みにはできない。日本ダーツ協会公
認のA級指導員だというのです。付き合いの範囲を
広げたいと，20年前に始めたダーツ。今は，スタッ
フの皆で参戦して，一回戦で負けることにしている。
福利厚生！だからといいながら，事務所のPRも兼ね
ての参加です。建築関係の団体にはもちろん，この
他にも，宇宙エレベータ協会という興味深い協会や，
ジャパンケンネルクラブと，日本警察犬協会にも入っ
ているという広い活動の場をお持ちの岡本さんです。
■ R e s i d e n t i a l  D o g 太 郎
　E＆CS社製造の，木造用リング摩擦ダンパーカタロ
グに出ているO研修所は，築49年の木造住宅を改修
工事した岡本構造研究室の研修所。制振ダンパーを
あえて隠さずに取り付けて，開放的な空間としている。
設計事務所で，広いワークスペースをもった建物が
あるというのは素晴らしいし，作品例としても活躍し
ているはずの施設です。
　この建物の将来的な用途はもう一つある。それは，
岡本さんがこよなく愛するラブラドール「太郎君」の
介護ハウスだ。会社案内の1頁目にResidential Dogと
して登場している。手入れの行き届いた毛並みに，
堂 と々した風貌。ナント警察犬だというから驚きます。
事務所が住いの太郎君だが，老後はこの研修所が
彼の介護施設となる。何事も複数の目的を掲げて発
展させる企画の技と実行力が，岡本さんを形成して
います。

■ひとつでも工 夫を
　「田舎なのでねぇ…」。三島には面白い建物がない
と岡本さんは嘆く。災害も少なくて，頑張らなくても生
きていける恵まれた土地柄。目立つ建物はダメ，隣
と同じものを造りたいと皆思っている。設計者は図面
屋さん，構造設計者は計算屋さん，そんな位置づけ
に甘んじている同業者も歯がゆい。だから，意識改
革をしたいと，意匠にかかわるところまで口を出すこ
ともある。「何かひとつでも工夫をしようじゃないか」。
それがこの地の建築をよくする一歩だと信じて，嫌わ
れ役を買って出ているのです。
　階段の設計は，構造的に切り離して設計できる場
合が多いから提案しやすい。人生を謳歌する岡本さ
んに，「階段くらい遊びましょう」といわれて，クライ
アントや意匠設計者も納得してしまう。最近40代で
頑張っている設計者からの相談が増えたと，笑顔の
岡本さん。エントランスの階段も一役を担っている訳
ですね。「小技使いが巧いですね」と，地方の構造
界に一石を投じたい思いのある覇志堂もニンマリです。
■ネットワークの 源
　ASDO（東京構造設計事務所協会）の副会長とし
ての活動も怠りない。建築構造の役割を社会に認知
させるために，アプリを立ち上げた。構造に特化せず
「建築検定」として誰でもできるシステムになっている。
プロも是非トライして下さい（http://asdo.jp/kentei）。
　地元に根ざしているが，東京の仕事が8割。構造
家・渡邉邦夫先生や，構造家の新谷眞人さん（コ
ラム第48回）の教えを受け仕事の幅も広がった。出
会いも逃さず，感謝も忘れないのが岡本憲尚さん。
ダーツボードの真ん中に，実力の矢を放します。
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